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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:10000

150kDa

FLT3

FLT3; CD135; FLK2; STK1; Receptor-type tyrosine-protein kinase FLT3; FL cytokine receptor;
Fetal liver kinase-2; FLK-2; Fms-like tyrosine kinase 3; FLT-3; Stem cell tyrosine kinase 1; STK-
1, CD antigen CD135
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	製品名: Flt-3（リン酸化Tyr969）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab04687
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、造血を制御するクラスIII受容体チロシンキナーゼをコードしています。この受容体は、細胞外ドメインへのfms関連チロシンキナーゼ3リガンドの結合によって活性化され、細胞膜におけるホモ二量体形成を誘導し、受容体の自己リン酸化を引き起こします。活性化された受容体キナーゼは、その後、骨髄における造血細胞のアポトーシス、増殖、分化に関与する経路において、複数の細胞質エフェクター分子をリン酸化・活性化します。この受容体の恒常的活性化をもたらす変異は、急性骨髄性白血病および急性リンパ芽球性白血病を引き起こします。[RefSeq提供、2015年1月]、触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。、機能：FLサイトカインの受容体。チロシンキナーゼ活性を有する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。チロシンキナーゼファミリー。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。チロシンキナーゼファミリー。CSF-1/PDGF受容体サブファミリー。,類似性：1つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：リガンド活性化後にFIZ1と相互作用する。,組織特異性：骨髄細胞。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;造血細胞系譜;癌における経路;急性骨髄性白血病;
	画像データ
	

	FLT3（リン酸化Tyr969）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	FLT3（リン酸化チロシン969）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Na3VO4 0.3 mM 40°処理したHepG2細胞ライセートのFLT3（リン酸化Tyr969）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

